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すくすく育て

第2回 定例会
9月会議
2日～18日

すくすく育てすくすく育て
拡充へ

平
成
₂₆
年
第
２
回
定
例
会
９
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
₂₆
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
３
件
、
財
産
の
取
得
２
件
、
契
約
締
結

２
件
、
人
事
案
４
件
の
計
₁₂
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承

認
・
可
決
し
ま
し
た
。
平
成
₂₆
年
度
一
般
会
計
で
は
、
8
0
2
万
円
を

追
加
し
、
総
額
は
₉₂
億
6
8
7
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

 

︵
全
員
賛
成
︶

・
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基
準
に

関
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制

定
に
よ
り
内
灘
町
の
認
定
基
準

を
定
め
る
。

条
例
の
改
正

 

︵
全
員
賛
成
︶

・
税
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

・
軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正

・	

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の

特
例
措
置

・
町
営
住
宅
条
例

中
国
残
留
邦
人
等
の
法
律
改
正

に
伴
う
改
正
。

財
産
の
取
得

 

︵
全
員
賛
成
︶

・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

　
可
搬
・
携
帯
型
移
動
局

契
約
金
額 

１
２
８
３
万
円

・
車
載
型
移
動
局

契
約
金
額 

１
９
４
４
万
円

契
約
先 

銀
扇
産
業
㈱

契
約
の
締
結

 

︵
全
員
賛
成
︶

・
総
合
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

　
人
工
芝
舗
装

契
約
金
額　
１
億
４
８
９
２
万
円

契
約
先 

吉
田
道
路
㈱

・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

　
基
地
局
整
備
工
事

契
約
金
額 

６
０
３
５
万
円

契
約
先 

銀
扇
産
業
㈱

人
事
案
件

 

︵
全
員
賛
成
︶

教
育
委
員

 

川か
わ

辺べ

　
由ゆ

美み	

氏　

（
新
任　
西
荒
屋
）

人
権
擁
護
委
員

北き
た

西に
し

　
　
則の

り

夫お	

氏（
再
任	

西
荒
屋
）

松ま
つ

田だ

　
　
京

き
ょ
う

子こ	

氏（
再
任	

向
陽
台
）

中な
か

村む
ら

　
由ゆ

利り

子こ	

氏（
再
任	

大
根
布
）

・青年就農補助金
 225万円

・元気内灘とれたて市
 20万円

新たに夫婦で就農する
青年農業者（一組）を支援

新鮮な野菜等の青空市場を開催

農 業 振 興 観 光 振 興

定

例

会

委

員

会

一

般

質

問

意
見
書
・
請
願

追

跡
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元気で
長生き予防接種
・水痘（1歳～3歳）
・成人肺炎球菌（65歳～）
 800万円

・ボイラー更新
 710万円
経年劣化のため更新

７
月
会
議　
7
月
22
日

補
正
予
算
（
全
員
賛
成
）

・
一
般
会
計

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
を
２

千
万
円
追
加
し
、総
額
91
億
９

８
８
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

８
月
会
議　
８
月
20
日

議
員
辞
職
の
許
可（
異
議
な
し
）

川
口
正
己
議
員
か
ら
、
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
議
員
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
会
議　
10
月
16
日

議
員
辞
職
の
許
可（
異
議
な
し
）

酒
本
昌
博
議
員
か
ら
、
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
議
員
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
（
全
員
賛
成
）

・
一
般
会
計

旭
ヶ
丘
公
民
館
改
築
工
事
に
係

る
工
事
費
を
１
０
７
０
万
円
追

加
し
、
総
額
92
億
１
７
５
７
万

円
と
し
ま
し
た
。

契
約
の
締
結
（
全
員
賛
成
）

・
旭
ヶ
丘
公
民
館
改
築
工
事

契
約
金
額 

８
６
４
０
万
円

契
約
先 

鈴
木
建
設
㈱

本
年
六
月
よ
り
通
年
会
期
制

　
内
灘
町
議
会
で
は
、
議
会
の

持
つ
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
地
方
自
治
に
お
け
る
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
責
任
あ

る
機
関
と
し
て
、
議
会
活
動
の

さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め

議
会
の
会
期
を
本
年
12
月
ま
で

通
年
化
と
し
ま
し
た
。

　
通
年
化
に
よ
り
、
議
員
発
議

に
よ
る
議
案
が
い
つ
で
も
提
出

で
き
、
災
害
時
の
対
応
や
突
発

的
な
行
政
課
題
の
議
会
対
応
が

可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
専
決
処

分
も
少
な
く
な
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

随
時 
議
会
を
開
催

予 防 接 種 屋内温水プール

定

例

会

委

員
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・ 

各
会
計
の
昨
年
度
決
算
７
件
と
水
道
会
計
の
剰
余
金
を

審
議
し
、
左
記
の
指
摘
・
要
望
事
項
を
付
け
て
、
い
ず

れ
も
認
定
し
ま
し
た
。

 中島　利美 北川　悦子 生田　勇人
 八田 外茂男 ◎藤井　良信 ○渡辺　旺 清水　文雄

（◎…委員長、○…副委員長）

決
算
特
別
委
員
会

₂₅
年
度
の

事
業
成
果
を
審
査

黒字に

88億1,895万円

町税
25億9,138万円
（29.4％）

町税
25億9,138万円
（29.4％）

地方交付税
23億3,783万円
（26.5％）

地方交付税
23億3,783万円
（26.5％）

国庫支出金
12億6,872万円
（14.4％）

国庫支出金
12億6,872万円
（14.4％）

借入金
8億  621万円
（9.1％）

借入金
8億  621万円
（9.1％）

県支出金
7億1,913万円
（8.2％）

県支出金
7億1,913万円
（8.2％）

諸収入　　
2億7,107万円
　　（3.1％）

諸収入　　
2億7,107万円
　　（3.1％）

分担金及び負担金 2億6,717万円（3.0％）分担金及び負担金 2億6,717万円（3.0％）
地方消費税交付金 2億   541万円（2.3％）地方消費税交付金 2億   541万円（2.3％）

その他 3億5,203万円（4.0％）その他 3億5,203万円（4.0％）
町の貯金

基金名 24年度末 25年度末

財政調整基金 6億6,591万円 7億  772万円

公用、公共用
施設整備基金

1億4,597万円 2億9,669万円

義務教育施設
整備基金

2億7,065万円 2億9,083万円

（仮称）高齢者いきいき
健康センター整備基金

1億6,621万円 1億8,132万円

土地開発基金 1億  212万円 1億  228万円

海と砂丘文学顕彰
事業基金

1億   66万円 1億   66万円

その他の基金 1億2,240万円 1億1,439万円

合　　計 15億7,392万円 17億9,389万円

平成26年3月末

人口27,058人
平成25年27,028人

収 入

町民一人あたりの貯金
6万6,298円

平成24年度　5万8,233円

実質単年度収支　25年度 218万円  24年度 ▲2,338万円

決算特別
委 員 会

貯金増加

定
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会
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87億1,127万円

民生費
31億7,464万円
（36.4％）

民生費
31億7,464万円
（36.4％）

土木費
11億5,765万円
（13.3％）

土木費
11億5,765万円
（13.3％）

教育費
10億  556万円
（11.5％）

教育費
10億  556万円
（11.5％）

借入金の返済
9億4,816万円
（10.9％）

借入金の返済
9億4,816万円
（10.9％）

総務費
8億5,213万円
（9.8％）

総務費
8億5,213万円
（9.8％）

衛生費
7億6,176万円
（8.7％）

衛生費
7億6,176万円
（8.7％）

消防費
2億5,139万円
　　　（2.9％）

消防費
2億5,139万円
　　　（2.9％）

諸支出金
2億1,464万円（2.5％）
諸支出金
2億1,464万円（2.5％） その他

3億4,534万円（4.0％）
その他
3億4,534万円（4.0％）

指
摘
・
要
望
事
項

・
近
隣
市
町
の
人
の
流
れ
や
浅
電
を
活
か
す
た
め
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
と
通
学
バ
ス
と
の
連
携
を
検
討
せ
よ
。

・
海
水
浴
場
を
町
が
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
県

と
協
議
せ
よ
。

・
文
化
・
芸
術
活
動
へ
補
助
や
報
奨
金
を
設
け
よ
。

・
内
灘
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
復
旧
せ
よ
。

・
千
鳥
台
か
ら
流
入
す
る
内
灘
海
水
浴
場
の
雨
水
排
水

を
改
善
せ
よ
。

・
海
抜
標
示
板
の
設
置
を
わ
か
り
や
す
く
工
夫
せ
よ
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
制
作
し
た
番
組
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
放
映
し
て
は
ど
う
か
。

・
町
は
観
光
協
会
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
効
果

的
な
取
り
組
み
を
検
討
せ
よ
。

・
町
美
術
展
は
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
と
同
時
開
催
す
る
よ

う
文
化
協
会
と
検
討
せ
よ
。

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情

報
の
発
信
を
推
進
せ
よ
。

・
災
害
時
に
対
応
す
る
た
め
、
自
己
水
の
調
査
研
究
を

進
め
よ
。

そ
の
他
６
件
を
指
摘
し
ま
し
た
。

25年度
決算を認定 単年度収支
町の借金

地方債 24年度末 25年度末

総務関連事業債 7億  989万円 6億4,961万円

民生関連事業債 3億  587万円 3億  608万円

衛生関連事業債 8,476万円 8,267万円

土木関連事業債 19億3,496万円 19億3,058万円

教育関連事業債 18億3,036万円 17億1,702万円

臨時財政対策債 35億5,111万円 37億9,272万円

その他の町債 4億  181万円 3億2,909万円

①一般会計町債の計 88億1,876万円 88億	 	777万円

特別会計の借金
公共下水道事業
特別会計

95億2,787万円 93億8,377万円

新エネルギー事業
特別会計

5,562万円 3,730万円

国民健康保険
特別会計

5,120万円 3,840万円

②特別会計町債の計 96億3,469万円 94億5,947万円

③水道事業会計 9億1,303万円 9億1,794万円

町の借金の合計
（①＋②＋③）

193億6,648万円 191億8,518万円

支 出

町民一人あたりの借金
32万5,514円

 （一般会計）
平成24年度　32万6,282円

町民1人あたりの費用
32万1,948円

 （一般会計）
平成24年度　29万1,878円

借金減少

定

例

会

委

員

会
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サ
ッ
カ
ー
場
整
備
は
、
利

用
者
全
体
の
利
便
性
を
考
慮
し

た
施
設
に
な
る
の
か
。

Ａ　

利
用
団
体
等
と
協
議
し
、
理

解
を
得
て
施
設
整
備
を
進
め
た
い
。

　
　

首
都
圏
で
の
新
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
取
り
扱
い
商
品
に
町

特
産
品
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

ら
っ
き
ょ
う
酢
漬
け
が
選
定

さ
れ
て
い
る
。

　
　

町
内
の
老
朽
化
し
た
側
溝

改
修
は
年
次
計
画
を
立
て
て
整

備
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ　

今
後
、
町
全
体
の
調
査
を
お

こ
な
い
、順
次
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　

来
年
度
か
ら
の
軽
自
動
車

（
小
型
特
殊
自
動
車
）
税
改
定

は
、
農
耕
作
業
用
車
両
な
ど
の

把
握
の
た
め
に
販
売
業
者
に
登

録
指
導
を
せ
よ
。

Ａ　

ど
の
よ
う
な
登
録
指
導
方
法

が
よ
い
か
今
後
検
討
し
た
い
。

ＱAＱA

ＱAＱA

　
　

町
表
彰
で
過
去
に
ス
ポ
ー

ツ
賞
を
受
け
た
個
人
は
、
今
年

度
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
の
対

象
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
子
ど
も

た
ち
の
励
み
と
な
ら
な
い
。

Ａ　

小
・
中
・
高
校
生
に
つ
い
て

は
再
度
検
討
し
た
い
。

　
　

学
童
保
育
が
全
学
年
対
象

に
な
る
と
、
定
員
に
問
題
は
な

い
の
か
。

Ａ　

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
利

用
数
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
定

員
を
上
回
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

西
荒
屋
小
学
校
の
井
戸
改

修
は
新
た
に
掘
り
直
す
の
か
。

Ａ　
現
在
の
井
戸
水
源
が
枯
れ
た

た
め
、
新
た
な
採
掘
工
事
と
な
る
。

　
　

鶴
ヶ
丘
北
公
民
館
耐
震
補

強
・
改
修
工
事
期
間
中
の
仮
事

務
所
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

鶴
ヶ
丘
５
丁
目
の
県
営
住
宅

を
利
用
で
き
る
よ
う
県
に
申
請
中

で
あ
り
、
９
月
中
に
許
可
が
下
り

る
予
定
。

ＱAＱA

ＱAＱA

今
回
の
環
境
開
発
特
別
委
員
会

は
、
両
常
任
委
員
会
に
ま
た
が

る
案
件
に
つ
い
て
、
町
内
視
察

を
お
こ
な
い
議
論
し
ま
し
た
。

・
の
と
里
山
海
道
千
鳥
台
交
差
点

付
近
整
備

・
準
幹
10
号
線
等
道
路
整
備

・
室
地
区
湧
水
状
況

・
室
内
温
水
プ
ー
ル
ボ
イ
ラ
ー
修
繕

・
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
状
況

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
状
況

・
河
北
潟
Ｕ
Ｆ
Ｏ
事
業
の
現
況

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

整備が進むサッカー場

温水プールの機械室

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
開
発
対
策

特
別
委
員
会

励みとなる表彰制度を

定

例

会

委

員

会

一

般

質

問
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・
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清水　文雄 議員 ……………………8
・自らの「責任」で形を示せ
・町職員の「採用評価基準」などについて

能村　憲治 議員 ……………………9
・ほのぼの湯建設の見通しは
・リサイクル事業方法の見直しについて

恩道　正博 議員 ………………… 10
・認知症早期発見の新たな取り組みは
・大根布排水区における県道及びその付近の浸水
対策について

八田 外茂男 議員 ………………… 11
・安全な海水浴場に
・北陸鉄道浅野川線と駅周辺整備について
 ほか1問

北川　悦子 議員 ………………… 12
・保険証は命のパスポート
・子どもの命を守る医療費窓口無料化を ほか2問

水口　裕子 議員 ………………… 13
・新人職員研修は
・子ども議会の開催を ほか2問

一
般
質
問

一
般
質
問

6
人
が
登
壇

題字　上野雅子さん（西荒屋）

定

例
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問	

町
職
員
が
17
歳
の
高
校

生
に
み
だ
ら
な
行
為
を
し
、

い
し
か
わ
子
ど
も
総
合
条
例

違
反
の
疑
い
で
金
沢
区
検
に

書
類
送
検
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
件
を
起
こ
し
た
職

員
は
、
今
年
の
新
規
採
用
者

で
試
行
期
間
中
で
あ
っ
た
。

　
町
長
は
職
員
の
最
高
責
任

者
と
し
て
、
町
子
ど
も
の
権

利
条
例
に
対
す
る
認
識
と
自

ら
の
責
任
に
対
す
る
考
え
を

聞
く
。

答	

職
員
の
不
祥
事
は
、
行

政
に
対
す
る
信
用
を
失
墜
さ

せ
、
町
民
の
信
頼
を
大
き
く

裏
切
る
も
の
だ
。
子
ど
も
の

権
利
条
例
を
掲
げ
る
な
ど
、

子
育
て
支
援
を
重
要
施
策
に

掲
げ
る
本
町
と
し
て
、
誠
に

遺
憾
で
あ
る
。

　
今
後
、
綱
紀
の
粛
正
及
び

法
令
の
遵
守
に
つ
い
て
徹
底

を
図
り
、
再
発
防
止
に
努
め
、

町
民
の
信
頼
回
復
に
努
め
る

こ
と
が
町
長
と
し
て
の
責
任

で
あ
る
。

問	

「
上か

み

清き
よ

け
れ
ば
、
下し

も

濁に
ご

ら
ず
」
信
頼
を
回
復
す
る
た

め
に
は
、
町
長
自
ら
が
何
ら

か
の
責
任
の
形
を
示
す
べ
き

だ
。

答	

町
長
の
責
任
と
し
て
、

一
日
も
早
い
町
民
の
信
頼
回

復
に
努
め
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

情

報

公

開

問	

「
町
職
員
の
縁
故
採
用

を
疑
い
」
と
新
聞
に
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
の
情
報
公
開
請
求
が

あ
っ
た
。
疑
念
を
招
く
職
員

採
用
が
あ
っ
た
の
か
。

答	

平
成
26
年
４
月
入
庁
分

の
新
規
採
用
に
係
る
公
文
書

公
開
請
求
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
指
摘
の
よ
う
な
事
実

は
な
い
。

問	

町
職
員
の
採
用
関
連
書

類
を
、
氏
名
は
別
に
し
て
公

開
す
べ
き
だ
。

　
公
開
す
る
こ
と
で
面
接
官

が
受
験
者
を
公
平
、
適
切
に

評
価
し
て
得
点
を
つ
け
た
こ

と
が
わ
か
り
、
誰
が
見
て
も

明
ら
か
に
そ
の
公
平
さ
を
見

て
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
私
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
を

管
理
す
れ
ば
、
採
用
関
連
書

類
の
公
開
は
実
現
で
き
る
と

考
え
る
。

答	

第
１
次
、
第
２
次
試
験

の
採
点
と
評
価
基
準
等
は
、

開
示
す
る
と
今
後
の
採
用
試

験
事
務
の
適
正
な
遂
行
に
支

障
が
生
じ
る
た
め
、
非
公
開

だ
と
公
開
請
求
者
に
返
答
し

て
い
る
。

　
公
開
請
求
者
か
ら
非
公
開

の
項
目
に
つ
い
て
異
議
申
立

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
町
情
報
公
開
審
査
会
で

審
議
中
で
あ
り
、
答
弁
は
控

え
た
い
。

自らの「責任」を形で示せ

清水　文雄 議員

町民の信頼回復に努める

職務に励む町職員

公文書公開請求書

定
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問	

ほ
の
ぼ
の
湯
は
耐
震
性

を
満
た
し
て
い
な
い
。

　
町
長
は
建
て
替
え
を
現
在

地
と
公
表
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
計
画
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。

　
当
初
予
算
で
、
建
設
に
向

け
た
調
査
費
１
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
を
示
せ
。

答	
調
査
内
容
は
、
規
模
等

基
本
構
想
の
策
定
、
施
設
に

必
要
な
機
能
点
検
、
現
在
地

で
の
建
設
に
伴
う
条
件
の
整

備
、
財
源
や
機
能
な
ど
検
討

す
る
課
題
の
整
備
等
を
ま
と

め
る
も
の
で
あ
る
。

問	

営
業
し
な
が
ら
の
建
て

替
え
は
可
能
か
。

答	

構
想
策
定
の
中
で
検
討

す
る
。

問	

建
設
費
の
概
算
と
財
源

の
見
通
し
を
示
せ
。
町
民
は

大
変
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め

る
べ
き
だ
。

答	

約
４
億
５
５
０
０
万
円

と
試
算
し
て
お
り
、
基
金
の

１
億
８
０
０
０
万
円
と
あ
わ

せ
、
有
利
な
補
助
金
な
ど
を

調
査
し
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
実
現
し
た
い
。

分

別

回

収

問	

平
成
５
年
に
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
開
始
し
、
各
町
会

に
委
託
料
を
交
付
し
て
分
別

収
集
を
進
め
て
い
る
。

　
各
町
会
で
は
当
番
を
決
め

て
事
業
に
協
力
し
て
い
る
が
、

開
始
か
ら
20
年
が
過
ぎ
、
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
で
当
番

が
負
担
と
な
っ
て
き
た
。
こ

の
状
況
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答	

高
齢
化
な
ど
で
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

時
間
や
集
積
場
所
の
変
更
な

ど
を
調
査
し
た
い
。

問	

収
集
運
搬
委
託
料
は
平

成
11
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
量

２
４
０
ｔ
で
８
４
７
万
円
だ

っ
た
。
25
年
度
は
68
ｔ
で
８

３
２
万
円
で
あ
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
量
が
１
／
３

に
激
減
し
た
の
に
、
委
託
料

に
変
化
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答	

委
託
料
は
、
走
行
距
離

と
台
数
に
よ
り
算
出
し
、
一

品
目
ご
と
に
１
台
が
必
要
で

あ
る
。
運
搬
台
数
が
減
っ
て

い
な
い
の
で
委
託
料
に
変
化

が
な
い
。

　
収
集
回
数
や
回
収
方
法
の

見
直
し
で
削
減
が
図
れ
な
い

か
検
討
す
る
。

問	

最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大

の
効
果
を
出
す
の
が
町
の
責

務
で
あ
る
。
状
況
の
変
化
に

応
じ
て
事
業
を
見
直
す
の
は

当
然
と
考
え
る
が
、
町
の
考

え
を
問
う
。

答	

町
民
の
負
担
軽
減
や
利

便
性
を
維
持
し
、
低
コ
ス
ト

で
合
理
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

ほのぼの湯建設の見通しは
できるだけ早い時期に

能村　憲治 議員

みんなで協力、地域リサイクル

早期建て替えはみんなの願い

定

例

会
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問	

認
知
症
予
防
と
早
期
発

見
を
目
指
す
上
で
、
正
常
な

老
化
現
象
に
よ
る
物
忘
れ
と

軽
度
認
知
障
害
を
簡
単
に
判

別
で
き
る
「
早
期
発
見
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
新
た
な
シ
ス
テ

ム
導
入
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
問
う
。

答	

専
門
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
は
年
間
で
約
２
５
０
万
円

か
か
る
。

　
今
後
、
シ
ル
バ
ー
健
診
と

あ
わ
せ
て
実
施
で
き
な
い
か
、

ま
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用

い
た
簡
易
な
方
法
な
ど
も
含

め
、「
内
灘
町
に
お
け
る
医

療
と
介
護
の
連
携
を
推
進

す
る
会
」（
以
下
「
推
進
す

る
会
」）
で
の
意
見
も
聞
き
、

今
後
検
討
し
た
い
。

問	

認
知
症
の
早
期
発
見
に
、

町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答	

介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方
に
、
認

知
症
の
項
目
を
含
ん
だ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　
疑
い
が
あ
る
方
に
は
専
門

医
の
受
診
を
勧
め
、
顕
著
に

疑
わ
れ
る
方
に
は
、
職
員
が

自
宅
を
訪
問
し
、
専
門
医
を

紹
介
し
て
い
る
。

問	

国
の
認
知
症
施
策
推
進

５
か
年
計
画
※
で
は
、
地
域

の
医
療
と
介
護
の
連
携
が
必

要
と
し
て
い
る
が
、
町
の
取

り
組
み
は
。

答	

か
か
り
つ
け
医
が
早
期

発
見
し
、
専
門
医
に
つ
な
げ

る
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
、
金

沢
医
科
大
学
と
町
内
の
開
業

医
で
「
推
進
す
る
会
」
を
立

ち
上
げ
、
事
例
検
討
会
や
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

排

水

対

策

問	

大
根
布
排
水
区
の
県
道

や
住
宅
地
の
浸
水
対
策
と
し

て
、
新
た
に
排
水
ポ
ン
プ
を

設
置
し
、
河
北
潟
や
大
野
川

へ
直
接
排
水
す
る
な
ど
の
改

善
策
に
つ
い
て
、
町
の
方
針

を
示
せ
。

答	

補
助
排
水
施
設
の
検
討

や
周
辺
道
路
の
状
況
調
査
を

お
こ
な
い
、
関
係
機
関
と
調

整
し
、
長
期
的
な
対
策
も
含

め
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

問	

８
月
17
日
早
朝
の
降
雨

量
と
矢
板
水
路
の
水
位
、
県

道
を
含
む
付
近
の
住
宅
地
へ

の
浸
水
状
況
は
。

答	

降
雨
量
は
１
時
間
45
㎜

で
、
矢
板
水
路
は
81
㎝
の
水

位
上
昇
が
あ
り
、
大
根
布
４

丁
目
か
ら
５
丁
目
に
か
け
て

県
道
の
一
部
で
10
㎝
の
道
路

冠
水
が
あ
っ
た
。

問	

こ
れ
ま
で
に
大
根
布
排

水
区
で
実
施
し
て
き
た
雨
水

対
策
事
業
は
。

答	

平
成
20
年
に
バ
イ
パ
ス

管
整
備
事
業
及
び
大
根
布
ポ

ン
プ
場
の
停
電
対
策
で
２
回

線
受
電
工
事
を
完
成
し
た
。

　
現
在
も
整
備
中
の
雨
水
浸

透
桝
を
１
０
０
カ
所
設
置
し
、

矢
板
水
路
の
改
修
事
業
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

認知症早期発見の新たな取り組みは

恩道　正博 議員

「推進する会」で検討する

※
認
知
症
施
策
推
進
５
か

年
計
画（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
）

　
Ｈ
25
年
度
か
ら
Ｈ
29
年
度

・
早
期
診
断
、
早
期
対
応

・
認
知
症
の
普
及
啓
発
　

・
見
守
り
な
ど
の
生
活
支

援
　
最
終
的
に
は
、
地
域
で

の
生
活
継
続
を
可
能
に

す
る
構
築
を
目
指
す
。

医療との連携を強化

定

例

会
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問	

い
か
な
る
人
も
平
等
に

楽
し
め
る
浜
を
目
指
し
て
、

町
は
「
内
灘
の
海
浜
利
用
に

関
す
る
ル
ー
ル
」
を
つ
く
っ

た
。
し
っ
か
り
と
指
導
し
て

い
く
責
任
が
あ
り
、
安
全
な

海
水
浴
場
に
し
て
、
利
用
者

の
生
命
や
財
産
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
町
は
ど
う
い
う
対
策
を
と

っ
て
き
た
の
か
。

答	

シ
ー
ズ
ン
前
に
、
海
の

家
管
理
組
合
を
初
め
、
県
や

町
の
関
係
機
関
に
よ
る
連
絡

会
を
開
催
し
、
運
営
や
安
全

対
策
を
協
議
し
た
。

　
ま
た
離
岸
流
の
注
意
啓
発

及
び
ル
ー
ル
の
チ
ラ
シ
を
海

水
浴
客
に
配
布
し
、
夜
間
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
や
週
末
夜
間

に
は
パ
ト
カ
ー
を
常
駐
さ
せ
、

安
全
確
保
や
飲
酒
運
転
の
取

り
締
ま
り
を
実
施
し
た
。

　
町
で
策
定
し
た
ル
ー
ル
の

普
及
啓
発
を
進
め
、
海
の
家

の
夜
間
営
業
時
間
の
短
縮
を

働
き
か
け
て
い
る
。

問	

夏
期
に
ポ
リ
ボ
ッ
ク
ス

や
救
護
セ
ン
タ
ー
を
常
設
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答	

許
可
権
者
の
県
や
警
察

と
、
海
岸
利
用
全
体
を
検
討

し
て
い
く
中
で
協
議
す
る
。

北
鉄
浅
野
川
線

問	

北
鉄
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
が
浅
野
川
線
に
は
使
え

な
い
。
新
幹
線
開
業
ま
で
に
、

北
陸
鉄
道
へ
働
き
か
け
よ
。

答	

利
用
者
の
利
便
性
を
さ

ら
に
高
め
て
い
く
取
り
組
み

を
連
絡
会
で
協
議
し
、
利
用

促
進
に
努
め
た
い
。

駅
周
辺
整
備

問	

現
在
の
駅
周
辺
整
備
計

画
や
ア
カ
シ
ア
向
粟
崎
２
号

線
の
整
備
事
業
は
、
何
ら
進

ん
だ
状
況
で
は
な
い
。

　
町
民
に
見
え
る
形
で
進
め
、

議
論
し
て
い
く
べ
き
だ
。

答	

駅
周
辺
の
整
備
計
画
は

平
成
７
年
に
策
定
し
、
駅
周

辺
の
観
光
案
内
や
公
衆
ト
イ

レ
を
整
備
し
た
。

　
ア
カ
シ
ア
向
粟
崎
２
号
線

の
整
備
は
、
平
成
元
年
か
ら

用
地
買
収
を
開
始
し
、
こ
れ

ま
で
用
地
買
収
及
び
建
物
補

償
で
１
億
５
８
２
６
万
円
を

支
払
っ
て
い
る
。

　
最
善
の
計
画
を
検
討
し
、

ま
と
ま
っ
た
時
点
で
、
事
業

に
協
力
し
た
方
や
地
域
住
民

に
計
画
を
示
し
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

問	

平
成
22
年
に
大
根
布
小

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
モ
デ
ル
校
と

し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

が
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
清
湖

小
高
学
年
に
も
導
入
さ
れ
た
。

そ
の
成
果
を
問
う
。

答	

子
ど
も
同
士
が
積
極
的

に
協
働
学
習
を
展
開
す
る
よ

う
に
な
り
、
調
べ
た
こ
と
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
発

表
す
る
力
が
つ
く
な
ど
の
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
支
援
員
が
欠
か
せ

ず
、
機
器
の
保
守
管
理
な
ど

費
用
面
で
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
。

問	

完
全
に
１
人
１
台
配
布

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

全
て
の
小
学
校
で
平
等
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
す
べ
き
だ
。

答	

こ
と
し
電
子
黒
板
も
含

め
各
小
学
校
へ
平
等
に
再
配

備
し
た
。
各
学
校
で
効
果
的

な
学
習
が
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。

安心安全な海水浴場に
ルールの普及啓発を進める

八田　外茂男 議員

安全を守る夜間合同パトロール
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問	

国
民
健
康
保
険
資
格
証

明
書
に
な
る
と
、
医
者
に
か

か
れ
ば
一
旦
全
額
負
担
と
な

る
た
め
、
病
気
に
な
っ
て
も

受
診
し
づ
ら
く
、
緊
急
搬
送

さ
れ
た
と
き
に
は
手
遅
れ
で
、

命
が
奪
わ
れ
る
悲
し
い
事
件

が
後
を
絶
た
な
い
。

　
保
険
証
は
命
の
パ
ス
ポ
ー

ト
。
命
は
無
条
件
に
守
ら
れ

る
べ
き
だ
。
町
の
実
情
で
18

歳
未
満
の
世
帯
は
入
っ
て
い

る
の
か
。

答	

平
成
26
年
７
月
末
で
、

保
険
証
を
交
付
し
て
い
る
世

帯
は
３
６
３
６
件
、
資
格
証

明
書
の
交
付
世
帯
は
49
件
と

な
っ
て
い
る
。
資
格
証
明
書

を
交
付
し
て
い
る
世
帯
で
、

18
歳
未
満
は
短
期
保
険
証
を

交
付
し
て
い
る
。

　
面
談
し
て
国
保
制
度
の
趣

旨
を
説
明
し
納
得
し
て
い
た

だ
き
、
分
割
納
付
の
誓
約
書

を
提
出
し
て
も
ら
っ
た
後
に

短
期
保
険
証
を
交
付
し
て
お

り
、
保
険
証
を
交
付
し
な
か

っ
た
方
は
一
人
も
い
な
い
。

子
ど
も
の
医
療
費

問	

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

で
は
、
ど
の
子
も
お
金
の
心

配
な
く
、
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
受
診
で
き
る
こ
と
が
親

の
願
い
で
あ
り
、
子
ど
も
の

権
利
で
も
あ
る
。

　
町
が
独
自
で
窓
口
無
料
化

を
実
施
す
る
と
、
概
算
で
ど

れ
だ
け
予
算
が
必
要
な
の
か
。

ま
た
小
学
生
以
上
の
自
己
負

担
１
０
０
０
円
の
助
成
を
拡

大
せ
よ
。

答	

平
成
25
年
度
で
は
自
己

負
担
を
な
く
し
た
場
合
、
約

５
４
０
万
円
。
医
療
費
が
月

額
１
０
０
０
円
以
下
の
方
も

含
ま
れ
る
た
め
推
定
が
困
難

で
あ
り
算
定
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
役
場
窓
口
で
医
療

費
助
成
の
申
請
が
不
要
と
な

る
制
度
を
実
施
し
た
場
合
、

県
内
全
体
で
の
実
施
が
必
要

と
な
る
。

施
設
使
用
料

問	

公
民
館
の
使
用
料
に
、

燃
料
費
が
か
る
と
こ
ろ
も
あ

り
高
く
な
っ
て
い
る
。
使
用

料
を
見
直
す
考
え
は
。

答	

各
地
区
公
民
館
か
ら
同

じ
よ
う
な
声
が
上
が
っ
て
く

れ
ば
考
慮
し
て
い
く
。

学

校

備

品

問	

学
校
の
机
や
備
品
等
で

重
く
使
い
に
く
い
も
の
が
あ

る
。
子
供
の
安
全
性
・
効
率

性
も
考
え
、
改
善
せ
よ
。

答	

現
状
に
応
じ
て
計
画
的

に
更
新
を
図
っ
て
い
る
。
学

校
開
放
も
考
慮
し
、
更
新
時

期
に
高
齢
の
方
で
も
使
い
や

す
い
規
格
等
に
配
慮
す
る
。

保険証は命のパスポート

北川　悦子 議員

交付しない方はいない

資格証明書

子育て支援の拡充を
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問	

町
で
は
３
年
前
に
子
ど

も
の
権
利
条
例
を
つ
く
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
18
歳
以
下

の
人
に
対
し
て
、
町
の
試
行

期
間
中
の
新
人
職
員
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
不
祥
事
を
起

こ
し
非
常
に
残
念
だ
。

　
職
員
研
修
や
新
人
研
修
は

ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
の
か
。

答	

２
日
間
の
町
新
規
採
用

職
員
育
成
研
修
と
県
市
町
村

職
員
研
修
所
主
催
の
４
日
間

の
初
任
者
研
修
に
加
え
、
日

常
業
務
の
中
で
日
々
指
導
に

努
め
て
い
る
。

問	

新
人
職
員
に
福
祉
や
子

育
て
、
ご
み
処
理
作
業
な
ど

現
場
研
修
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答	

現
場
で
の
体
験
は
非
常

に
貴
重
な
こ
と
で
あ
り
、
10

月
実
施
に
向
け
、
夕
陽
ヶ
丘

苑
と
協
議
を
し
て
い
る
。

問	

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
、
事
件

を
ど
う
教
訓
に
す
る
の
か
。

答	

今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
綱
紀
粛
正
に
努
め
る
。

風
と
砂
の
館

問	

『
金
は
一
年
・
土
地
は

万
年
』
の
思
い
を
広
め
る
た

め
、
手
拭
い
等
を
土
産
と
し

て
販
売
で
き
な
い
か
。

答	

風
と
砂
の
館
は
教
育
的

文
化
施
設
で
あ
り
、
知
識
や

思
い
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い

た
い
。

防

災

計

画

問	

町
の
原
子
力
防
災
計
画

で
は
、
30
㎞
圏
内
の
方
が
避

難
す
る
間
、
町
民
は
不
要
不

急
の
動
き
を
し
て
は
い
け
な

い
と
な
っ
て
い
る
。

答	

町
民
が
自
主
避
難
を
す

る
規
制
は
で
き
な
い
が
、
広

域
的
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

問	

安
全
協
定
に
つ
い
て
、

検
討
の
結
果
は
。

答	

現
時
点
で
は
検
討
課
題

と
す
る
。

問	

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

※
は
９
㎞
地
点
に
引
っ
越
す

が
、
機
能
す
る
の
か
。
ま
た

町
と
の
連
絡
体
制
は
。

答	

万
一
の
時
は
、
県
奥
能

登
総
合
事
務
所
と
県
庁
の
２

カ
所
に
代
替
設
置
す
る
。
町

職
員
の
派
遣
は
な
い
。

子
ど
も
議
会

問	

内
灘
っ
子
た
ち
に
「
誰

も
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
一

人
の
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
、

自
分
ら
し
く
豊
か
に
成
長
、

発
達
し
て
い
く
権
利
を
持
っ

て
い
る
」
と
知
ら
せ
、
ま
ち

づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
気
概

の
持
て
る
環
境
を
整
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
子
ど
も
議

会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答	

子
供
自
身
の
考
え
る
力

や
伝
え
る
力
・
思
考
・
判

断
・
表
現
な
ど
の
力
が
養
わ

れ
る
。
ま
た
、
子
供
た
ち
の

健
全
育
成
か
ら
も
す
ば
ら
し

い
こ
と
で
あ
る
。

　
今
年
度
策
定
予
定
の
子
ど

も
の
権
利
条
例
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
子
ど
も
議
会
の
開

催
を
検
討
し
た
い
。

新人職員研修は
日々指導に努める

水口　裕子 議員

模擬議会体験（サンタを探せ）

※
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

と
は
、原
子
力
災
害
対
策

特
別
措
置
法
に
お
い
て
指

定
さ
れ
た
緊
急
事
態
応
急

対
策
拠
点
施
設
の
こ
と
。
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道立羽幌病院を視察
　羽幌病院では近年医師不足により、約半数

の外来が閉鎖状況となっています。そのため

数年前より当町を通じて、金沢医科大学との

接触を図り医師派遣のためのプレゼンテー

ションなどを金沢医科大学でおこないまし

た。その結果、来年度から金沢医科大学の研

修先として羽幌病院が指定されることとなり

ました。

その他 羽幌町内視察
• オロロン農業協同組合
•ライスターミナル
•フェリーターミナル
•北海道海鳥センター

　明治末期から大正初期にかけ、数百隻もの

船団が内灘村から猿払村へ入漁していたこと

が交流の歴史の原点です。

　現在、猿払村の主要産業であるホタテ漁業

は内灘村漁民の知恵が受け継がれています。

　自他共に認める「日本一のホタテ」水産業

で村民の暮らしはたいへん豊かなものとなっ

ています。

　当時、内灘村から猿払村に定住された方も

多く、その子孫が現在もあらゆる分野で活躍

されています。

　町制施行 50 周年記念式典には猿払村長・

議会議長をお招きし、また昨年の猿払村制施

行 90 周年記念式典には川口町長・夷藤議長

が招待されるなど近年交流が深まっており、

今後の友好交流のあり方を検討しています。

猿 払 村猿 払 村猿 払 村

議会正式訪問議会正式訪問議会正式訪問
強い絆を再確認
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　羽幌町との交流原点は明治にさかのぼり、

当時内灘村は漁業が盛んで、村民の多くが鰊
にしん

漁に羽幌へ出稼ぎに行きました。

　昭和になり、鰊
にしん

は幻の魚となり内灘に引き

揚げる人もいましたが、そのまま羽幌にとど

まる人もおり、 これらのことが縁となり内灘

と羽幌との交流が続いています。

　現在では、行政をはじめ各種民間団体や子

どもたちのスポーツ交流なども盛んにおこな

われており、当町の町民夏祭りなどには羽幌

からも訪問にきています。

　昭和 55 年 10 月１日羽幌町において姉妹

都市提携調印式がおこなわれました。（当時

の中村小重町長と町議会一行 24 人が訪問）

今年で姉妹都市提携 34 年を迎えます。

日本一のホタテ水産加工業を視察
　戦後、乱獲が続いて枯渇したホタテ貝を漁

場造成やふ化・放流・育成事業など、漁業者

と村が一体となり資源管理型漁業の転換に力

を注ぎ、日本一のホタテ水産加工業に育てた

ことには、目を見張るものがありました。

　収入の面でも若者に魅力的な村となってい

るようです。

その他 北海道の視察研修先
• 旧北海道庁舎　　　　札幌市
•サッポロさとらんど　札幌市
•メガソーラー施設　　稚内市

今後の友好交流を検討

北海道 羽幌町北海道 羽幌町北海道 羽幌町
平成26年9月24日～27日

15年15年15年15年15年15年ぶりにぶりにぶりに
姉妹町姉妹町姉妹町へへへ

羽幌町

猿払村
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賛 
成

意 

見 

書

内灘町から国会へ！
意見書意見書意見書
請願請願請願

可決

○
提
出
議
員 

太
田
　
臣
宣

○
賛
成
議
員 

藤
井
　
良
信

 

生
田
　
勇
人

（
全
員
賛
成
）

主
旨

・
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
を
、
国
民

を
初
め
教
育
機
関
に
対
し
、
広

く
周
知
を
図
る
こ
と
。

・
画
像
所
見
が
認
め
ら
れ
な
い

高
次
脳
機
能
障
害
の
労
災
認
定

に
当
た
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省

に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
が
、
事
例
の
集
中
的
検
討
を

進
め
、
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
、

適
切
に
認
定
が
お
こ
な
わ
れ
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

主 

旨
・
O
E
C
D
諸
国
並
み
の
、
豊

か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
30
人
以
下
学
級
の
推
進
。

・
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
拡
充
。

・
校
舎
の
耐
震
化
、
教
材
備
品
・

修
繕
費
等
、
学
校
教
育
環
境
の

整
備
充
実
に
必
要
な
予
算
措
置
。

・
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
時
間
確

保
が
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
の

定
数
改
善
や
事
務
負
担
の
軽
減
。

の 審 査

不採択

不採択

３
回
目

◎
請
願
者

　
農
民
運
動
石
川
県
連
合
会

会
長　
宮
岸　
美
則

◎
紹
介
議
員 

北
川　
悦
子

２
回
目

◎
請
願
者

　
農
民
運
動
石
川
県
連
合
会

宮
岸　
美
則

◎
紹
介
議
員 

北
川　
悦
子

請
　
願

（
賛
成
３
人
、
反
対
11
人
）

（
賛
成
３
人
、
反
対
11
人
）

反 

対

 

生
田
　
勇
人 

議
員

　
米
の
需
要
量
の
動
向
や
、
少
子

高
齢
化
等
の
情
勢
を
考
え
た
と
き
、

国
の
新
た
な
政
策
は
、
こ
れ
か
ら

の
強
い
農
業
を
作
り
上
げ
て
い
く

礎
に
な
る
も
の
と
確
信
す
る
。

 
北
川
　
悦
子 

議
員

　
全
国
的
に
米
価
格
の
大
暴
落
が

強
く
懸
念
さ
れ
、
大
規
模
農
家
は

大
打
撃
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
域

農
業
、
農
村
社
会
に
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
。

賛 

成

 

北
川
　
悦
子 

議
員

　
法
人
経
営
を
支
援
し
て
、
国
際

競
争
力
の
あ
る
農
業
づ
く
り
を
目

指
す
と
い
う
農
政
改
革
は
、
混
乱

を
持
ち
込
む
だ
け
で
、
低
コ
ス
ト

追
求
の
農
政
に
展
望
は
な
い
。

反 

対

 

生
田
　
勇
人 

議
員

　
新
た
な
政
策
で
は
、
こ
れ
ま
で

米
の
生
産
調
整
で
作
付
け
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
水
田
で
も
作
物
が
生

産
さ
れ
、
食
料
自
給
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

討 

論

討 

論

継続

１
回
目

◎
請
願
者

　
石
川
県
教
職
員
組
合
河
北
支
部

執
行
委
員
長　
酒
井　
一
成

◎
紹
介
議
員 

清
水　
文
雄

（
継
続
に
賛
成
10
人
、
反
対
４
人
）

定

例

会

委

員

会

一

般

質

問

意
見
書
・
請
願

追

跡
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ありゃ～
どうなったがいね～

一般質問のゆくえ

答　弁

調査研究したい
　PRする意味でもボランティア協会と協力
し、関係機関に呼びかけ立ち上げに向け調査
研究したい。

　内灘海水浴場にはライフセーバーが絶対必要
だ。関係機関と調整し、町が中心となり努力せよ。
平成18年6月議会	 八田　外茂男　議員

ライフセーバーを導入せよ
　町のサービスを利用する住民や、そこで働
く人の声を聞き、自分で体験することは貴重
だ。新人職員に町民福祉の現場で研修させよ。
平成25年12月議会	 水口　裕子　議員

職員に町民福祉の現場研修を

その後

答　弁

来年度実施したい
　体験型研修は人材育成や資質向上に有効と
考える。どんな研修ができるか検討し、来年
度実施したい。

その後

夕陽ヶ丘苑で実施中
平成23年7月より実施

　今年10月から11月の間、夕陽ヶ丘苑にお
いて、勤続 6 年未満の若手職員 25 人を対象
に福祉体験研修を実施しています。来年度は、
新規採用職員及び勤続 6 年以上 12 年未満の
職員を対象に実施予定です。

　平成23年にNPO法人内灘ライフセービ
ング協会が設立され、7月より海水浴場開設
期間の監視・救助等をおこなっています。平
日1人以上、休日2人以上の有資格者を配置
し安全管理 に努めており、平成24年度から
補助金を交付し活動を支援しています。

行政との合同水難救助訓練 夕陽ヶ丘苑での町職員研修

定

例

会

委

員

会

一

般

質

問

意
見
書
・
請
願

追

跡

17 うちなだ議会だより  第119号　平成26年11月5日



1部あたりの単価は30.44円です。
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発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
夷
藤
　
満

編
　
集
：
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

〒
920-0292　

	石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

	076-286-6715　
	FA
X
076-286-6711

笑顔・みーつけた

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

中
島
　
利
美

　
今
年
は
、
広
島
市
の
土
砂

災
害
や
御
嶽
山
の
噴
火
、
ま

た
10
月
に
入
っ
て
か
ら
も
大

型
台
風
18
・
19
号
が
日
本
列

島
を
縦
断
し
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
へ
哀

悼
の
意
を
捧
げ
る
と
共
に
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
内
灘
町
に
お
い
て
も
、
最

近
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
一
部

の
地
域
で
は
、
冠
水
被
害
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り

多
発
す
る
災
害
に
対
し
、
議

会
と
し
て
も
町
民
の
安
心
・

安
全
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〔
太
田
　
臣
宣
〕

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
恩
道
　
正
博

　
副
委
員
長
　
中
島
　
利
美

　
委
　
　
員
　
生
田
　
勇
人

　
委
　
　
員
　
太
田
　
臣
宣

今
回
紹
介
す
る
方
は
、

向
粟
崎
に
お
住
ま
い
の

川
口
ま
さ
み
さ
ん
で
す
。

◆
内
灘
町
に
住
ん
で
何
年
に

な
り
ま
す
か
。

○
か
ほ
く
市
か
ら
お
嫁
に
来

て
43
年
に
な
り
ま
す
。

◆
内
灘
町
に
住
ん
で
み
て
良

か
っ
た
と
こ
ろ
は

○
金
沢
に
勤
め
て
い
た
の
で
、

通
勤
に
は
便
利
で
し
た
。

◆
町
女
性
防
災
士
第
１
号
と

し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
が
気
が
つ
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

○
ケ
ガ
の
応
急
処
置
の
仕
方

な
ど
、
日
常
生
活
に
も
役

立
つ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

◆
防
災
士
と
し
て
み
な
さ
ん

に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

○
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際

に
災
害
に
遭
遇
し
た
と
き

は
、
家
の
中
で
救
助
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
屋
外
に

出
て
自
ら
救
助
を
求
め
る

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
こ
れ
か
ら
の
内
灘
町
に
望

む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

○
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充

実
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

特
に
、
県
内
唯
一
の
自
転

車
競
技
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
町
に
も
っ
と
人
が

集
ま
る
と
い
い
で
す
ね
。

◆
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

○
一
度
だ
け
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
感

じ
た
こ
と
は
、
も
う
少
し

活
発
な
や
り
と
り
が
あ
っ

て
も
よ
か
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

女性防災士として活躍（一番左）

議会を傍聴しませんか

議会事務局　TEL286－6715

6月から通年議会制度を試行し
ているため、次の本会議の開催
日は町ホームページ、あるいは
下記までお問い合わせください

うちなだ議会だより  第119号　平成26年11月5日


